
　
令
和
４
度
年
校
友
会
総
会
は
、
昨
年
の
４
月
と
違
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
等
の
解
除
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
が
母
校
徳
間
記
念
ホ
ー
ル
に

ご
参
集
い
た
だ
く
に
は
時
期
尚
早
と
判
断
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
書
面
表
決
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
活
動
は
令
和

２
年
度
と
同
様
、
対
面
式
の

会
合
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ず
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
で
喫
緊

の
課
題
に
つ
い
て
報
告
・
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
令
和
４
年
５

月
開
催
の
対
面
式
常
任
幹
事

会
で
最
終
確
認
し
、
議
案
の

書
面
審
議
と
葉
書
に
よ
る
賛

否
表
決
で
の
総
会
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　
審
議
・
表
決
を
お
願
い
し

た
校
友
及
び
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

一
、
令
和
４
年
度
の
表
決
を

お
願
い
し
た
校
友
は
令
和
３

年
度
現
在
の
常
任
幹
事
（
33

名
）
と
令
和
３
年
度
初
め
て

会
費
入
金
を
し
て
い
た
だ
い

た
校
友
と
令
和
１
年
以
前
の

５
年
間
出
席
い
た
だ
い
た
校

友
の
計
１
２
７
名
（
令
和
３

度
１
２
３
名
）
で
す
。

　
な
か
で
も
高
35
回
か
ら
70

回
の
計
34
名
の
若
い
校
友
に

お
願
い
し
た
こ
と
が
特
徴
的

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
表
決
参
加
校
友
は
１
０

３
名
で
表
決
率
は
81
％
と
な

り
、
よ
っ
て
総
会
が
成
立
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。
　

三
、
第
１
号
議
案
（
令
和
２
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
書

類
報
告
承
認
の
件
）
　
第
２

号
議
案
（
令
和
３
年
度
事
業

計
画
案
・
収
支
予
算
案
承
認

の
件
）
、
第
３
号
議
案
（
役
員

改
選
案
の
件
）
、
第
４
号
議
案

（
会
則
一
部
改
定
の
件
）
の

全
議
案
で
１
０
０
％
賛
成
が

得
ら
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
決
を
お
願
い
し
ま

し
た
第
１
号
議
案
、
第
２
号

議
案
、
第
３
号
議
案
及
び
第

４
号
議
案
の
資
料
は
次
の
通

り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

第
１
号
議
案
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
事
業
報
告

　
令
和
３
年
度
校
友
会
活
動

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
対
面
式
の
常
任
幹
事
会
開

催
は
で
き
ず
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会

議
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、

事
業
計
画
に
対
し
一
定
の
成

果
を
挙
げ
た
こ
と
を
以
下
に

報
告
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
長
年
の
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
る
会
費
納
入
会

員
の
増
強
（
目
標
１
２
０
０

名
）
は
達
成
で
き
な
い
ど
こ

ろ
か
、
毎
年
の
減
少
傾
向
に

歯
止
め
を
か
け
ら
れ
ず
１
０

５
１
名
（
前
年
比
45
名
減
）

の
結
果
で
し
た
。
こ
の
問
題

は
年
会
費
納
入
方
法
や
そ
れ

に
関
係
す
る
諸
事
項
の
見
直

し
が
必
要
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。
ま
た
現
状
の
入
金
校
友

会
員
は
60
歳
以
上
が
80
％
を

占
め
て
お
り
、
現
役
世
代
の

大
幅
な
増
員
が
必
須
で
す
。

１
．
校
友
会
本
部
機
能
の
活

性
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）
令
和
３
年
度
は
特
に
組

織
委
員
会
の
強
化
を
目
指

し
、
30
～
50
歳
代
６
人
の
同

窓
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
社

会
人
現
役
世
代
を
常
任
幹
事

に
登
用
し
、
本
部
と
地
区
会

の
方
針
共
有
活
動
、
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
会
と
の
連
携
を
図
る
等

の
成
果
を
少
し
ず
つ
あ
げ
て

い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
）
各
委
員
会
を
横
断
し
た

会
員
増
強
策
、
財
政
基
盤
強

化
策
等
の
施
策
立
案
と
実
施

計
画

　
会
員
増
強
や
財
政
基
盤
強

化
の
対
策
立
案
及
び
実
施
計

画
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
実
現
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
創
出
を
目
途
と
し
た
交

流
会
や
医
療
等
専
門
職
連
携

を
計
画
、
ま
た
社
会
的
に
強

化
が
進
む
ガ
バ
ナ
ン
ス
対
応

等
の
た
め
の
法
務
サ
ー
ビ
ス

提
供
等
は
校
友
弁
護
士
を
集

約
し
（
仮
称
）
逗
子
開
成
法

曹
会
組
織
の
動
き
や
、
飲
食

業
を
経
営
し
て
い
る
校
友
を

そ
れ
ぞ
れ
会
報
「
開
物
成
務

66
号
」
に
て
紹
介
し
好
評
を

得
ま
し
た
（
２
．
項
と
関
連
）

２
．
年
会
費
納
入
会
員
の
増

強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）
会
員
増
強
に
関
す
る
基

本
方
策
の
検
討
　
　
　
　
　

①
本
部
か
ら
主
に
現
役
社
会

人
の
30
名
に
直
接
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
い
、
10
名
の
会
費
納

入
校
友
を
得
て
い
ま
す
　
　

➁
校
友
会
Ｈ
Ｐ
等
に
寄
せ
ら

れ
た
情
報
を
基
に
直
接
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
い
、
60
名
と
繋

が
り
継
続
中
　
　
　
　
　
　

（
２
）
年
会
費
納
入
方
法
及
び

管
理
シ
ス
テ
ム
の
検
討

　
従
来
の
払
込
用
紙
に
「
ネ

ッ
ト
バ
ン
ク
利
用
」
の
お
願

い
を
記
載
し
た
り
、
ま
た
管

理
シ
ス
テ
ム
は
種
々
の
検 

討
を
継
続
中
で
す
　
　
　
　

（
３
）
旧
・
校
友
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
以
降
〝
校
友
Ｄ
Ｂ
〟
と
記

載
）
の
有
効
活
用
に
よ
る
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
会
員
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
新
・
校
友

Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
負

担
増
の
改
善
　
　
　
　
　
　

①
旧
シ
ス
テ
ム
よ
り
約
２
万

人
を
新
シ
ス
テ
ム
に
移
管
登

録
す
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｂ
の

安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
　
　
　
　
　
　

➁
デ
ー
タ
取
り
扱
い
専
任
者

を
１
名
か
ら
４
名
に
増
員

し
、
個
人
的
負
担
の
軽
減
を

実
施
中
　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
）
壮
年
層
及
び
若
年
層
の

幹
事
登
用
に
よ
る
同
世
代
へ

の
勧
誘
拡
大
；
１
．
（
１
）

参
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
）
若
年
校
友
の
同
窓
会
開

催
支
援
等
に
よ
る
校
友
会
活

動
の
浸
透

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
実
績
な
し
　
　
　
　
　
　

３
．
財
政
基
盤
の
強
化
　
　

（
１
）
新
た
な
校
友
会
グ
ッ
ズ

の
開
発
・
販
売
及
び
販
売
手

段
の
検
討

　
常
任
幹
事
会
に
て
開
発
・

制
作
・
販
売
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
た
が
、
全
体
会
合
が

で
き
ず
実
績
な
し
　
　
　
　

（
２
）
グ
ッ
ズ
在
庫
の
圧
縮
と

早
期
の
資
金
化

　
令
和
３
年
度
も
グ
ッ
ズ
販

売
の
主
な
機
会
は
開
成
祭
だ

け
で
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
地

区
会
へ
の
販
売
等
で
30
万
千

円
資
金
化
で
き
、
在
庫
額
は

25
万
６
千
円
ま
で
圧
縮
で
き

ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
）
財
政
基
盤
の
強
化
に
資

す
る
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
の
検

討　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
計

画
で
き
ず
、
実
績
な
し
　
　

（
４
）
新
た
な
通
信
手
段
を
始

め
、
費
用
削
減
の
た
め
の
諸

対
応
の
検
討
、
実
施
　
　
　

①
郵
送
か
ら
メ
ー
ル
便
へ
は

本
部
管
轄
・
湘
南
会
で
実
施
。

郵
送
よ
り
宛
所
不
明
数
が
激

減
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

➁
若
い
校
友
へ
の
情
報
発
信

を
Ｈ
Ｐ
利
用
へ
の
変
更
に
よ

る
経
費
削
減
。
ア
ナ
ロ
グ
か

ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
転
換
　
　

４
．
母
校
・
生
徒
へ
の
支
援

助
成
策
の
継
続
実
施

　
令
和
２
年
度
よ
り
大
き
く

増
額
と
な
っ
た
海
外
留
学
生

支
援
費
（
21
万
円
）
と
ク
ラ
ブ

活
動
助
成
費
（
21
万
円
）
は
、

主
に
通
信
費
削
減
お
よ
び
各

地
区
会
へ
の
補
助
金
支
給
の

減
額
等
（
各
地
区
会
会
長
会

合
で
了
承
済
）
で
対
応
強
化

を
図
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）



第
２
号
議
案
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
令
和
３
年
度
事
業
報
告
に

て
述
べ
た
通
り
、
昨
年
度
計

画
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

常
任
幹
事
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議

で
行
い
ま
し
た
。
令
和
４
年

度
は
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
活
用
し
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

を
図
り
ま
す
。
昨
年
よ
り
活

発
な
活
動
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
、
令
和
３
年
度
に
掲

げ
た
事
業
計
画
の
継
続
推
進

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
校
友
会
本
部
機
能
の
活

性
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）
常
任
幹
事
会
各
委
員
会

の
機
能
及
び
活
動
の
見
直
し

・
強
化
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
）
各
委
員
会
を
横
断
し
た

会
員
増
強
策
、
財
政
基
盤
強

化
策
等
の
施
策
立
案
と
実
施

計
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
．
年
会
費
納
入
会
員
の
増

強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）
会
員
増
強
に
関
す
る
基

本
方
策
の
検
討
　
　
　
　
　

（
２
）
年
会
費
払
込
方
法
及
び

管
理
シ
ス
テ
ム
の
検
討
　
　

（
３
）
校
友
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
以
降
“
校
友
Ｄ
Ｂ
”
と
記

載
）
の
有
効
活
用
　
　
　
　

（
４
）
壮
年
層
及
び
若
年
層
の

幹
事
登
用
に
よ
る
同
世
代
へ

の
勧
誘
拡
大
　
　
　
　
　
　

（
５
）
若
年
校
友
の
同
窓
会
開

催
支
援
等
に
よ
る
校
友
会
活

動
の
浸
透
　
　
　
　
　
　
　

３
．
財
政
基
盤
の
強
化
　
　

（
１
）
校
友
会
グ
ッ
ズ
の
開
発

・
販
売
及
び
販
売
手
段
の
検

討
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
）
グ
ッ
ズ
在
庫
の
圧
縮
と

早
期
の
資
金
化
　
　
　
　
　

（
３
）
財
政
基
盤
の
強
化
に
資

す
る
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
の
検

討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
）
新
た
な
通
信
手
段
を
始

め
、
費
用
削
減
の
た
め
の
諸

対
応
の
検
討
、
実
施
　
　
　

４
．
母
校
・
生
徒
へ
の
支
援

助
成
の
継
続

第
３
号
議
案
　
　
　
　
　
　

校
友
会
役
員
改
選
（
案
）　
　

　
現
役
員
は
、
本
総
会
の
終

了
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
の
で
、
校
友
会
会
則
第
10

条
１
項
の
定
め
に
よ
り
、
総

会
に
お
い
て
新
役
員
の
選
出

を
行
う
。
新
役
員
候
補
者
は
、

以
下
の
と
お
り
。

会
　
長
　
　
　
　
　
　
　  

 

後
藤
　
寿
一
　
　
　
　
　

（
高
19
回
・
横
浜
会
）
再
任

副
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　

 

船
見
　
晃
洋
　
　
　
　
　

（
高
18
回
・
東
京
会
）
再
任

 

畑
野
　
英
司
　
　
　
　
　

（
高
21
回
・
川
崎
会
）
再
任

 

西
澤
　
　
輝
　
　
　
　
　

（
高
22
回
・
湘
南
会
）
再
任

 

網
倉
　
大
介
　
　
　
　
　

（
高
37
回
・
横
須
賀
会
）
新
任

幹
事
長
　
　
　
　
　
　
　
　

 

目
黒
　
　
泉
　
　
　
　
　

（
高
25
回
・
横
浜
会
）
再
任

監
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　

 

森
崎
　
正
夫
　
　
　
　
　

（
高
18
回
・
横
須
賀
会
）
再
任

 

齋
藤
　
一
雄
　
　
　
　
　

（
高
19
回
・
横
浜
会
）
再
任

　
な
お
、
上
記
以
外
の
役
員

に
つ
い
て
は
、
会
長
が
指
名

す
る
。

第
４
号
議
案
　
　
　
　
　
　

会
則
一
部
改
定
　
　
　
　
　

第
４
条
（
事
業
）
４
．
を
以

下
に
変
更
し
現
行
の
４
，
を

５
，
と
す
る
　
　
　
　
　
　

４
．
留
学
及
び
部
活
動
な
ど

生
徒
へ
の
支
援
及
び
助
成
　

第
５
条
（
会
員
）
２
．
を
以

下
に
変
更
　
　
　
　
　
　
　

２
．
特
別
会
員
　
正
会
員
以

外
で
次
に
該
当
す
る
者
　
　

（
１
）
母
校
の
教
職
員
及
び

そ
の
職
に
あ
っ
た
者
　
　
　

（
２
）
生
徒
の
保
護
者
の
地

位
に
あ
っ
た
者
で
会
長
が
入

会
を
認
め
た
者
　
　
　
　
　

第
９
条
内
の
「
顧
問
及
び
相

談
役
」
の
記
述
を
「
顧
問
、

特
別
顧
問
」
に
変
更
　
　
　

第
21
条
（
委
員
会
）
２
．
を

以
下
に
変
更
　
　
　
　
　
　

２
．
常
設
委
員
会
は
、
総
務

委
員
会
、
組
織
委
員
会
、
広

報
委
員
会
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上



　
１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）

振
武
隊
は
「
青
年
の
士
気
を

鼓
舞
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
94

年
の
歴
史
を
経
て
本
年
１
月

22
日
（
土
）
横
須
賀
市
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
母
校
吹

奏
楽
部
は
Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｙ
ｅ
ａ

ｒ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ 

２
０

２
２ 

を
開
催
し
ま
し
た
。
指

揮
者
は
７
代
目
顧
問
の
千
葉

大
樹
先
生
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
練
習
に
も
相

当
な
制
約
が
あ
る
中
、
第
一

部
で
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
中

心
と
す
る
構
成
で
中
学
生
に

も
大
事
な
部
分
を
任
せ
る
な

ど
工
夫
を
こ
ら
し
た
ス
テ
ー

ジ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
は
中
学
１
年
生

が
20
名
入
部
と
な
り
、
第
二

部
で
は
総
勢
49
名
の
大
編
成

と
な
り
伝
統
の
「
開
成
サ
ウ

ン
ド
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
の
ひ
た
む
き

な
演
奏
は
勇
気
と
希
望
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
ま
さ
に
吹

奏
楽
部
創
部
の
目
的
の
体
現

で
す
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
は
人
間
形
成

の
貴
重
な
場
で
あ
る
と
同
時

に
仲
間
と
の
共
感
を
醸

成
し
社
会
性
を
養
う
場

で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

ま
す
ま
す
デ
ジ
タ
ル
化

の
重
要
度
が
増
し
て
き

て
お
り
ま
す
が
リ
ア
ル

な
経
験
も
人
間
と
し
て

の
成
長
に
は
不
可
欠
の

も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
来
年
、
逗
子
開
成
は

創
立
１
２
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
吹
奏
楽
部
も

ま
た
95
周
年
と
な
り
ま
す
。

振
武
隊
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
を
く
ぐ
り
抜
け
、
音

楽
部
と
し
て
戦
後
の
混
乱
、

高
度
成
長
を
経
験
し
、
吹
奏

楽
部
と
し
て
は
学
園
再
建
の

大
波
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
に
逗
子
開
成
の
歴

史
、
発
展
と
重
な
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
喜
ば
し
い
年
で
あ
る

来
年
、
吹
奏
楽
部
は
記
念
演

奏
会
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

て
の
「
開
成
サ
ウ
ン
ド
」
の

披
露
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
も
で

き
得
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
す
る

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
　
　

逗
子
開
成
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

　
　
　
代
表
　
薬
袋
　
純
二

　
　
　
　
　
　
（
高
29
回
）

　
葉
山
町
国
際
交
流
協
会
主

催
に
よ
る
校
友
、
平
田
耕
治

さ
ん
（
高
54
回
）
の
「
日
本

を
代
表
す
る
バ
ン
ド
ネ
オ
ン

奏
者
平
田
耕
治
を
迎
え
て
情

熱
と
哀
愁
の
タ
ン
ゴ
」
と
題

し
て
演
奏
会
が
４
月
16
日

（
土
）
に
葉
山
町
で
開
か
れ

ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
記

事
や
写
真
は
「
葉
山
町
国
際

交
流
協
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
ご
覧
く
だ

さ
い
。
本
記
事
は
一
部
当
該

協
会
記
事
か
ら
引
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
国
登

録
有
形
文
化
財
の
イ
エ
ズ
ス

孝
女
会
修
道
院
旧
館
（
旧
東

伏
見
宮
葉
山
別
邸
）
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
平
田
さ
ん
と
の
デ

ュ
オ
演
奏
を
さ
れ
た
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
永
易
理
恵
さ
ん
は
、

ド
イ
ツ
国
立
ベ
ル
リ
ン
芸
術

大
学
を
首
席
で
卒
業
し
、
第

７
回
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門
第
１
位
及

び
理
事
長
賞
そ
の
他
多
数
受

賞
さ
れ
た
と
の
紹
介
が
司
会

の
方
か
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
50
人
ほ
ど
の
方
が

来
場
さ
れ
、
タ
ン
ゴ
の
名
曲

ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
で
始

ま
り
、
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
な
ど

の
聞
き
な
れ
た
曲
や
初
め
て

聞
く
曲
な
ど
10
曲
と
、
ア
ン

コ
ー
ル
曲
を
バ
ン
ド
ネ

オ
ン
の
蛇
腹
の
開
く

音
、
閉
じ
る
音
が
ま
じ

か
に
聞
こ
え
る
演
奏
を

堪
能
し
ま
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
来
場
さ
れ
た
多
く
の

方
か
ら
、
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
の
感
動
や
、
次
回

の
開
催
は
何
時
に
な
る

か
と
か
、
次
回
も
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入
さ
せ
て
下

さ
い
と
の
声
を
平
田
さ

ん
に
か
け
て
い
た
と
、

主
催
者
の
方
か
ら
聞
き

ま
し
た
こ
と
を
追
記
し
ま

す
。
　
　
　
　
　

　
（
高
17
回
）
櫛
引
　
信
明



　
私
は
逗
子
開
成
高
校
を
２

０
１
９
年
３
月
に
卒
業
し
た

後
、
１
年
間
の
浪
人
を
経
て

２
０
２
０
年
４
月
に
東
京
大

学
に
入
学
し
ま
し
た
。
今
で

は
法
学
部
３
年
生
と
な
り
、

豪
華
な
講
師
陣
の
授
業
を
受

け
な
が
ら
弁
護
士
を
目
指
し

て
勉
強
に
勤
し
ん
で
お
り
ま

す
。
全
国
か
ら
集
ま
る
学
部

同
期
は
と
て
も
優
秀
で
自
分

も
負
け
ら
れ
な
い
と
感
じ
ま

す
。

　
一
方
で
私
は
中
高
時
代
と

同
様
に
運
動
会
ヨ
ッ
ト
部
に

も
所
属
し
、
平
日
は
本
郷
で

勉
強
し
な
が
ら
、
週
末
は
葉

山
を
拠
点
に
セ
ー
リ
ン
グ
を

し
て
お
り
ま
す
。
東
大
ヨ
ッ

ト
部
は
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
他

の
私
立
大
学
と
は
違
い
、
ほ

と
ん
ど
が
大
学
か
ら
ヨ
ッ
ト

を
始
め
た
者
で
す
が
、
コ
ー

チ
や
仲
間
に
恵
ま
れ
、
ど
の

大
学
よ
り
も
練
習
の
質
と
量

を
追
求
す
る
こ
と
で
戦
力
を

高
め
、
先
日
の
春
の
公
式
戦

に
て
29
年
ぶ
り
の
５
位
総
合

入
賞
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

秋
の
公
式
戦
で
も
こ
の
調
子

で
総
合
入
賞
を
狙
い
、
悲
願

の
全
日
本
大
会
出
場
に
向
け

て
頑
張
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
私
が
学
業
と

部
活
動
の
両
立
に
励
む
こ
と

が
で
き
る
の
は
ひ
と
え
に
、

中
高
時
代
を
通
し

て
学
年
の
先
生
方

や
、
ヨ
ッ
ト
部
の

顧
問
の
先
生
方
の

支
え
の
下
で
文
武

両
道
を
目
指
し
努

力
す
る
こ
と
が
で

き
た
経
験
の
お
か

げ
で
あ
り
、
私
の

学
生
生
活
の
原
動

力
に
も
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
逗
子
開
成
で

培
っ
た
こ
と
を
活

用
し
な
が
ら
、
日

々
精
進
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
柔
道
部

の
生
徒
た
ち
が
春

季
高
校
相
撲
大
会

に
出
場
し
ま
し

た
。
昨
年
は
無
観

客
で
し
た
が
今
年

は
観
客
が
入
り
選

手
も
力
の
入
っ
た

対
戦
で
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
大
会
の

個
人
戦
で
は
６
階

級
で
２
位
１
名
、

３
位
５
名
、
団
体
戦
で
は
旭

丘
高
校
か
ら
１
勝
を
あ
げ
る

な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
良
い

結
果
を
出
し
ま
し
た
。

　
６
月
に
行
わ
れ
た
関
東
大

会
で
は
、
個
人
戦
で
須
藤
君

が
昨
年
に
続
き
５
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
果

敢
に
挑
み
観
戦
す
る
私
達
を

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
現
在
幕
内
で
活
躍
す
る
琴

ノ
若
や
琴
勝
峰
、
豊
昇
龍
は

過
去
の
大
会
で
対
戦
し
た
り

同
じ
土
俵
で
相
撲
を
取
っ
た

選
手
達
で
す
。
今
回
対
戦
し

た
相
手
か
ら
も
、
将
来
大
相

撲
で
活
躍
す
る
人
が
出
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
柔
道
部
の
生
徒
た
ち
が
相

撲
大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
10
年
、
当
時
の
生
徒

達
が
相
撲
大
会
へ
の
参
加
を

希
望
し
、
顧
問
の
笠
原
先
生

が
そ
の
思
い
を
酌
ん
で
相
撲

部
Ｏ
Ｂ
会
の
照
井
前
会
長
へ

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
照
井

前
会
長
が
参
加
へ
の
道
筋
を

付
け
、
相
撲
部
Ｏ
Ｂ
会
と
し

て
ま
わ
し
や
ゼ
ッ
ケ
ン
の
寄

付
と
応
援
等
の
支
援
を
始
め

ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
照

井
前
会
長
は
本
年
１

月
に
逝
去
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ

の
意
思
を
継
ぎ
、
相

撲
大
会
へ
の
出
場
を

将
来
の
良
い
思
い
出

と
し
て
も
ら
え
る
よ

う
小
池
現
会
長
以

下
、
相
撲
部
Ｏ
Ｂ
会

で
は
今
後
も
支
援
と

応
援
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
相
撲
部
Ｏ
Ｂ
会
　

　
　
　
（
高
29
回
）

大
須
賀
　
裕
司

　校友会会報「開物成務」を利用して同期や所属したク
ラブの先輩・後輩へ現在学んでいることや、今興味を持
って活動していること等、メッセージを発信しませんか。
　また、社会人としてあらゆる分野で活躍する校友の方
々を紹介する「ゆうゆうクロスナビ」への掲載も随時募
集しています。
　それぞれ会報で紹介するとともに校友会のホームペー
ジへも掲載しています。皆様からの寄稿をお待ちしてい
ます。
　お問い合わせは下記の校友会ホームページやメールで
お願いします。
　校友会HP：https// z-kaisei.org
　校友会メールアドレス：info@z-kaisei.org

校友会の最新情報をお知らせ

するLINE公式アカウントを開

設しました。ぜひご登録くだ

さい！　　　　　　　　　　

登録方法①　QRコード

　LINEアプリを起動し、「友

だち追加」画面から「QRコー

ド」をタップして、上記のQR

コードを読み取ってくださ

い。逗子開成学園校友会が表

示されたら、「追加」をタップしてください。　　　　　

登録方法②　ＩＤ検索

　ＩＤ = @484effwu

　LINEアプリを起動し、「友だち追加」画面から「検索」

をタップして、上記のＩＤを検索してください。逗子開成

学園校友会が表示されたら、「追加」をタップしてくださ

い。



　
今
年
も
１
月
22
日
（
土
）
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
稲

村
ケ
崎
海
浜
公
園
に
建
つ
ボ

ー
ト
遭
難
碑
の
清
掃
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
２
年
連
続

で
冷
た
い
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
は
、
江
の
島

と
雪
を
頂
く
富
士
山
が
眩
い

ば
か
り
の
光
を
放
ち
、
透
き

通
る
よ
う
な
青
空
の
も
と
、

絶
好
の
清
掃
日
和
と
な
り
ま

し
た
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
広

く
校
友
に
参
加
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
は
せ
ず
、
後
藤
会
長

と
鎌
倉
会
役
員
２
名
で
記
念

碑
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
校
友
会
の
年
中
行
事
と
し

て
、
来
年
こ
そ
は
多
く
の
校

友
が
集
い
、
共
に
慰
霊
と
清

掃
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
高
17
回
　
志
村
　
政
俊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
19
日
、
恒
例
の
墓
参

は
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
後
藤
校
友
会
会
長
、

鎌
倉
会
よ
り
櫛
引
・
宮
崎
の

正
副
会
長
お
よ
び
志
村
会
員

の
四
名
で
行
い
ま
し
た
。
　

　
集
合
場
所
は
鎌
倉
駅
西

口
、
当
日
は
土
曜
日
の
11
時

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
相

変
わ
ら
ず
人
出
は
か
な
り
少

な
く
、
寿
福
寺
へ
の
道
す
が

ら
観
光
客
と
思
し
き
人
た
ち

も
少
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

２
年
以
上
経
っ
て
も
ま
だ
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
大
き
い

の
だ
ろ
う
。

　
学
祖
の
お
墓
は
寿
福
寺
の

奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、

例
年
は
境
内
で
行
き
交
う
人

は
ほ
と
ん
ど
な
く
静
か
だ

が
、
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の

影
響
だ
ろ
う
、
学
祖
の
お
墓

よ
り
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
所
に

あ
る
北
条
政
子
と
源
頼
朝

（
頼
朝
の
墓
は
西
御
門
の
法

華
堂
に
祀
ら
れ
た
）
の
お
墓

を
訪
れ
る
人
が
多
い
よ
う
で

あ
り
、
山
門
の
方
か
ら
も
声

が
聞
こ
え
て
く
る
。
　
　

　
私
た
ち
は
例
年
と
違
う
、

話
声
の
聴
こ
え
る
中
、
今
年

の
墓
参
を
終
え
た
。
　
　
　

　
（
高
17
回
　
櫛
引
　
信
明
）

　
４
月
23
日
土
曜
日
に
横
須

賀
中
央
の
地
球
堂
会
議
室
に

て
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
10
回
か
ら
高
63
回
ま
で

四
半
世
紀
に
渡
っ
て
母
校
柔

道
部
で
活
躍
し
た
メ
ン
バ
ー

25
名
が
久
し
ぶ
り
に
一
同
に

集
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
役
員
の
選
任
と

会
則
の
改
定
が
行
わ
れ
、
会

長
に
は
高
13
回
の
高
橋
茂
先

輩
が
就
任
し
、
積
極
的
に
母

校
柔
道
部
の
支
援
を
行
う
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
か
ら
は
現
顧
問
の
笠

原
一
重
先
生
を
お
迎
え
し
現

在
の
柔
道
部
の
活
動
や
試
合

結
果
な
ど
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
12
月
に
は

柔
道
の
総
本
山
で
あ
る
講
道

館
に
文
武
に
秀
で
た
学
校
が

全
国
か
ら
集
ま
り
開
催
さ
れ

る
、
文
武
両
道
杯
へ
参
加
が

濃
厚
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
現
役
学
生
と
Ｏ
Ｂ
の
共

通
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
。

　
校
友
会
か
ら
は
後
藤

会
長
と
目
黒
幹
事
長
に

ご
参
加
い
た
だ
き
校
友

会
の
活
動
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
校
友
会
と
柔
道
部

Ｏ
Ｂ
会
の
共
同
発
展
が

今
後
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
懇
親
会
に
移
動
す
る

と
参
加
の
皆
様
か
ら
先

輩
後
輩
の
つ
な
が
り
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
数
多
く

披
露
さ
れ
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
懇
親
会

の
最
後
に
は
後
藤
会
長

の
リ
ー
ド
に
よ
り
校
歌
斉
唱

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
（
高
44
回
　
坂
巻
健
一
郎
）

校友会会報「開物

成務」のより良い

紙面作りのため、広告の協賛をお願いします。

お申込み、お問い合わせは下記の校友会ホーム

ページやメールでお願いします。

　校友会HP：http// z-kaisei.org

　校友会メールアドレス：info@z-kaisei.org

ご
遺
族
や
各
地
区
会
な
ど
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
訃
報
で
す
。

謹
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

田
中
　
正
巳
さ
ん
（
33
　
期
）

森
　
　
國
夫
さ
ん
（
38
　
期
）

岡
村
　
二
郎
さ
ん
（
43
　
期
）

鈴
木
　
一
由
さ
ん
（
43
　
期
）

豊
田
　
幸
雄
さ
ん
（
高
２
回
）

林
　
　
勲
重
さ
ん
（
高
５
回
）

島
村
　
　
崇
さ
ん
（
高
６
回
）

増
山
　
芳
則
さ
ん
（
高
７
回
）

中
村
　
親
義
さ
ん
（
高
７
回
）

山
口
　
　
哲
さ
ん
（
高
８
回
）

遠
山
　
智
也
さ
ん
（
高
10
回
）

西
村
　
　
覚
さ
ん
（
高
12
回
）

木
村
　
憲
司
さ
ん
（
高
14
回
）

照
井
　
昭
男
さ
ん
（
高
15
回
）

山
田
　
継
夫
さ
ん
（
高
19
回
）

志
村
不
二
夫
さ
ん
（
高
29
回
）

榊
原
　
直
治
さ
ん
（
高
39
回
）

郷
　
誠
太
郎
さ
ん
（
高
45
回
）



　この度、横須賀会定時総会に
おきまして、稲葉会長の後を受
け会長にご推挙いただきまし
た。
　横須賀会は、地区会にあって
その陣容も厚く、活発な事業を
展開されております。横須賀会
歴代会長、役員、さらに多くの
校友会員のみなさんのご指導を
賜り、微力ではありますが精進
させていただきます。
　そして、逗子開成校友でよか
ったと実感していただけるよう
諸事業を行い、会員拡大にも繋
げさせていただく所存です。何
卒よろしくお願いいたします。

　
横
須
賀
会
は
令
和
４
年
度

の
総
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
状
況
等
を
勘
案
し
、
６

月
４
日
に
３
年
ぶ
り
、
旧
42

期
43
期
各
１
名
を
含
む
50
名

の
出
席
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。

　
母
校
岩
佐
直
樹
事
務
長
、

校
友
会
後
藤
寿
一
会
長
に
も

ご
出
席
を
頂
き
、
会
長
交
代

（
稲
葉
英
雄
よ
り
網
倉
大
介

さ
ん
）
の
人
事
議
案
等
に
つ

き
円
滑
な
議
事
進
行
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
の

懇
親
会
で
は
、
東
京
会
落
合

和
仁
さ
ん
、
湘
南
会
西
澤
輝

さ
ん
に
も
出
席
頂
き
、
久
々

の
集
ま
り
に
新
旧
会
員
の
交

流
・
懇
親
が
深
め
ら
れ
楽
し

い
時
を
過
し
ま
し
た
。

　
私
、
稲
葉
英
雄
は
横
須
賀

会
会
長
と
し
て
就
任
以
来
２

年
、
種
々
の
事
業
、
行
事
に

取
組
む
計
画
を
立
て
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
十
分
な
活
動

が
出
来
る
こ
と
な

く
、
体
調
不
良
に
よ

り
不
本
意
な
が
ら
今

後
会
長
職
を
務
め
難

く
、
後
を
網
倉
大
介

新
会
長
に
託
し
、
会

長
職
を
辞
任
す
る
事

に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
皆
様

方
の
ご
協
力
ご
支
援

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
　
　

御
成
の
酒
屋
「
高
崎
屋
」
の

大
木
貞
夫
君
の
人
マ
ネ
18
番

㋑
植
村
先
生
の
若
か
り
し
頃

に
患
っ
た
と
い
う
胸
を
押

え
、
首
を
傾
け
少
し
鼻
に
か

か
っ
た
ハ
ス
キ
ー
な
声
で
訥

々
と
経
済
学
の
名
講
義
…
植

村
先
生
　
　
　
　
　
　
　
　

㋺
数
学
の
茅
花
先
生
は
生
徒

の
算
数
の
質
問
の
度
に
不
自

由
な
体
を
一
回
転
さ
せ
な
が

ら
質
問
に
き
ち
ん
と
答
え
て

く
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　

㋩
英
語
の
北
沢
先
生
（
文
官

少
将
だ
っ
た
と
い
う
）
は
一

年
中
和
服
姿
。
片
方
の
手
で

あ
ご
髭
を
な
で
な
が
ら
着
物

の
裾
を
た
く
し
上
げ
シ
ャ
ー

と
小
便
　
　
　
　
　
　
　
　

㋥
長
兵
衛
先
生
こ
と
村
瀬
英

二
先
生
、
教
室
に
入
り
び
っ

く
り
、
佐
々
木
昴
君
の
書
い

た
ト
リ
ス
ウ
イ
ス
キ
ー
の
３

コ
マ
漫
画
に
「
こ
れ
は
上
手

い
」
チ
ョ
ー
ク
で
囲
み
、
授

業
が
お
わ
る
ま
で
そ
の
ま
ま

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋭
真
夏
の
プ
ー
ル
で
の
水
泳

大
会
、
体
の
不
自
由
な
茅
花

先
生
。
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

を
真
っ
直
ぐ
ト
ッ
プ
で
泳
ぎ

き
り
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
少

年
達
は
大
ハ
シ
ャ
ギ
、
大
盛

り
上
り
　
　
　
　
　
　
　
　

㋬
逗
子
の
海
で
捕
ま
え
た
大

き
な
フ
グ
が
教
壇
の
上
に
、

フ
グ
先
生
こ
と
鈴
木
好
行
先

生
は
目
を
白
黒
。
仕
掛
け
人

は
三
浦
の
い
た
ず
ら
っ
子
、

菊
池
一
憲
君
。
そ
の
他
に
ガ

マ
ガ
エ
ル
や
青
大
将
も
教
壇

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋣
い
つ
も
賑
や
か
な
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
、
英
語
の
ゲ
タ
先
生

こ
と
近
藤
敬
一
先
生
は
45
回

転
の
レ
コ
ー
ド
を
持
参
。
ラ

ベ
ル
の
ボ
レ
ロ
を
か
け
た
の

だ
。
こ
れ
に
は
生
徒
も
急
に

静
か
に
な
っ
て
行
っ
た
。
近

藤
先
生
ニ
ン
マ
リ
　
　
　
　

㋠
夏
の
高
校
野
球
、
恒
例
の

ブ
ラ
バ
ン
で
の
応
援
合
戦
。

逗
子
開
成
の
ブ
ラ
バ
ン
は

「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
少

年
」
を
素
晴
ら
し
い
ソ
ロ
で
、

対
戦
相
手
の
応
援
席
、
ブ
ラ

バ
ン
席
か
ら
大
変
な
拍
手
鳴

り
や
ま
ず
、
試
合
に
負
け
て

も
嬉
し
く
も
あ
り
…
　
　
　

㋷
カ
ン
ポ
さ
ん
（
社
会
の
外

山
寛
穂
先
生
）
が
投
げ
た
チ

ョ
ー
ク
が
野
球
部
の
ボ
ー
ル

を
縫
っ
て
い
た
飯
島
忠
義
君

の
頭
に
当
た
っ
た
。
大
声
で
〝

大
当
た
り
〟
と

い
う
声
で
教
室

内
大
爆
笑
　
　

㋦
葉
山
で
の
芝

刈
り
行
軍
、
貫

ち
ゃ
ん
（
野
中

貫
慶
先
生
）
、

万
ち
ゃ
ん
（
石

渡

万
太

郎

先

生
）
に
開
成
ジ

ー
プ
で
連
れ
ら

れ
。
そ
の
お
昼

時
、
弁
当
の
箸

を
崖
下
に
落
と

し
半
ベ
ソ
の
僕

に
自
分
の
箸
を

折
っ
て
く
れ
た

の
が
、
ハ
ン
マ

ー
の
鉄
こ
と
数

学
の
佐
々
木
稔
先
生
。
本
当

は
優
し
い
先
生
だ
っ
た
の

だ
。

横
須
賀
会
前
会
長

（
高
13
回
）

　
　
　
稲
葉
　
英
雄

あ
と
が
き

　
昭
和
30
年
代
自
然
豊
か
な

逗
子
開
成
に
学
ん
だ
少
年

達
。
今
思
う
と
、
旧
制
中
学

の
雰
囲
気
を
残
し
て
い
た
の

で
は
、
懐
し
く
楽
し
い
時
代

で
し
た
。
開
成
三
郎
と
は
当

時
剣
道
部
の
顧
問
で
あ
っ

た
、
剣
道
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

こ
と
鈴
木
清
先
生
（
剣
道
七

段
）
の
こ
と
。
〝
開
成
三
郎

は
そ
ん
な
こ
と
せ
ん
ぞ
ー
〟

等
口
癖
だ
っ
た
。
　
　
　
　

（
高
16
回
　
山
尾
　
訓
一
）



個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
と

同
窓
会
組
織
へ
の
法
の
適
用

　
平
成
27
年
９
月
に
改
正
個

人
情
報
保
護
法
が
成
立
し
、

平
成
29
年
５
月
30
日
に
全
面

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
前

は
、
５
千
人
分
以
下
の
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
事
業
者
は

法
の
対
象
外
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
改
正
後
は
す
べ
て

の
事
業
者
に
個
人
情
報
保
護

法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の

事
業
者
に
は
自
治
会
や
同
窓

会
等
の
非
営
利
組
織
も
該
当

し
ま
す
。
校
友
会
は
２
万
名

を
超
え
る
校
友
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
管
理
し
て
お
り
、
個

人
情
報
の
漏
え
い
防
止
の
た

め
に
、
適
切
な
措
置
を
講
じ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

■
個
人
情
報
の
安
全
管
理
措

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
窓
会
の
事
務
局
に
お
い

て
盗
難
・
紛
失
等
の
な
い
よ

う
適
切
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
名
簿
の

配
布
先
の
会
員
に
対
し
て
、

盗
難
や
紛
失
、
転
売
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
注
意
を
呼
び

か
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

■
地
区
会
単
位
の
名
簿
な
ど

も
対
象
に
な
り
ま
す

　
校
友
会
本
部
が
管
理
す
る

校
友
全
体
の
名
簿
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
か
ら
地
区
会
ご
と

に
分
け
た
名
簿
や
同
期
会
名

簿
、
役
員
名
簿
な
ど
の
小
規

模
名
簿
も
対
象
に
な
り
ま

す
。
地
区
会
で
連
絡
網
な
ど

を
作
成
す
る
際
も
、
そ
の
利

用
目
的
や
問
い
合
わ
せ
先
を

書
面
で
関
係
者
に
伝
え
、
作

成
し
た
連
絡
網
は
安
全
に
管

理
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
必

要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

■
組
織
的
安
全
管
理
措
置
　

◯
人
的
安
全
管
理
措
置
　
名

簿
デ
ー
タ
管
理
責
任
者
を
置

き
、
個
人
デ
ー
タ
を
扱
う
ス

タ
ッ
フ
と
し
ま
す
。
　
　
　

◯
物
理
的
安
全
管
理
措
置
　

個
人
デ
ー
タ
の
漏
え
い
・
盗

難
・
紛
失
等
を
防
止
す
る
た

め
に
物
理
的
な
措
置
を
取
り

ま
す
。
・
印
刷
し
た
名
簿
は

施
錠
で
き
る
引
き
出
し
、
棚

に
保
管
す
る
。
こ
れ
を
廃
棄

す
る
時
は
適
切
に
廃
棄
す

る
。
・
個
人
デ
ー
タ
を
パ
ソ

コ
ン
に
保
存
し
な
い
。
　
　

■
技
術
的
安
全
管
理
措
置

　
「
逗
子
開
成
校
友
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
は
、
ク
ラ
ウ
ド
ス

ト
レ
ー
ジ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
利
用
す
る
フ
ァ

イ
ル
の
保
管
場
所
）
に
保
管

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
逗
子
開
成
学
園
校
友
会
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
と
保
護

に
つ
い
て
（
個
人
情
報
保
護

基
本
方
針
）
を
別
掲
し
ま
す
。



ΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙΙ
校友は、あらゆる分野で活躍しています。「校友の

やっている店、いる店を知りたい」「校友がやって
いる、いる病院を知りたい」「こんな時はどうすれ
ばいいのかな?」…お店選び、日々の暮らしなどで迷

った時に活用してください。ただし、割引や特典は
ここに紹介している以外は、校友だからと過度な要求はご遠慮下さい。　　　　　　　　　
また、校友会ホームページ（http://z-kaisei.org/）にこれまで会報に掲載した様々な業種で

活躍する校友を紹介しています。

（佐藤武晴／高41回）
　横浜市中区の横浜スタジアムの近くで法律事務所を経営し
ております。離婚、相続、交通事故、不動産賃貸・売買トラ

ブル、債権回収、契約書チェックなど、個人や企業の方から
幅広い分野でご相談をいただいております。私は、日頃から、
個人の方にも企業の方にも、些細なことや不安なことがあっ

たら、それが弁護士に相談すべきことか（法的問題と言える
か）など悩まず、まず相談をしてくださいとアドバイスして
おります。

　確かに、弁護士への相談には安くない相談料が掛かりますが、率直に言いますと、問題発
生後に弁護士に依頼するともっと費用が掛かります。
　早期に相談することによって、法的問題に関する不安や悩みが解消できたり、万が一問題

が発生してしまった場合でも、相談時のアドバイスに従った対策等が問題解決に奏功したり
することが多々あります。
　校友の方からのご相談は大歓迎ですので、どうぞお気軽にご相談ください。

　お問い合わせ先
　〒231-0014横浜市中区常盤町１-１宮下ビル8階
　TEL　045-222-8478　

　JR「関内駅」南口徒歩4分　横浜市営地下鉄「関内駅」出口1から徒歩4分

（磯島正彦／高24回）
　リゾートファッション・サーフカジュアル・フラダンスなど
のハワイ風を感じさせるライフスタイルを提案しているショッ

プです。
川崎地下街アゼリア店はＪＲ川崎駅東口を出て入口
階段を降りてすぐ、京急川崎駅より直通。　　　　

ショップはＬＩＦＥＧＲＡＮＤの中、10番出口そば
の338です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
営業時間は10：00〜21：00　　　　　　　　　　　

TEL.044-222-8011　　　　　　　　　　　　　　　
また、さいか屋横須賀店と藤沢店にも出店していま
す。フラダンス教室のお客様も多く、フラダンスシ

ョーの取り継ぎもしています。

（中井和久／高39回）　　　　　
老人ホームや遺言書などの『終活』に関するプロフェッショナル集団です。
　人生１００年時代と言われる昨今、高齢者の不安や悩みは多岐に渡ります。そこで、各分

野の専門家が問題解決に向けて様々な角度から対応しようと、平成２７年に「一般社団法人
あんしんライフよこすか」を設立しました。

主な相談は・・・・

　・老人ホームの事や介護について　　
　・相続税や遺産分割協議などの相続全般
　・遺言相談や遺言書作成支援　　

　・成年後見相談・家族信託支援　　　　　　　　
　等の”終活”全般にわたります。　
　各業界のエキスパートと一体化し、ワンストップで

　問題解決の窓口が実現しました。　
　（老人ホーム紹介業・司法書士・弁護士・行政書士
　・税理士・保険業・不動産業）

　横須賀市内だけではなく、校友会の方であれば地域を問わずどこからのご相談でもＯＫで
す。悩んでいらっしゃる方、まずは相談してみませんか？
　〒239-0831　横須賀市久里浜4-15-2

　TEL：0120-777-686
　HP：https://a-l-yokosuka.com/
　メール：info@a-l-yokosuka.com

令和４年４月から６月10日までの

間に17名の方から合計370,000円

のご寄付を戴きました。ご協力に

感謝申し上げ厚く御礼申し上げま

す。　　　　　　　　　　　　　

高 5回　白井　好之様　30,000円

高18回　落合　和仁様　10,000円

高18回　船見　晃洋様　10,000円

高19回　山根　一元様　10,000円

高19回　齋藤　一雄様　20,000円

高19回　山重美登士様　20,000円

高19回　押田　　豊様　10,000円

高19回　早乙女節夫様　10,000円

高19回　比佐　　茂様　10,000円

高19回　後藤　寿一様 100,000円

高19回　高橋　俊光様　10,000円

高21回　斎藤　善孝様　50,000円

高21回　高杉　　茂様　20,000円

高21回　畑野　英司様　20,000円

高21回　飯島　茂材様　10,000円

高21回　筒井　茂樹様　20,000円

高22回　菅原　　亨様　10,000円
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